21世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」学術交流シンポジウム 開催報告書

(理化) 矢持 秀起, 斎藤 軍治

集会名: One-day International Workshop
       Fabrication of New Materials (新規機能性物質の創製)
場所・日程: 芝蘭会館・2003年3月6日(木)

主な参加者: Adam H. Tracz (Polish Academy of Sciences, ポーランド), 大貫 等 (東京商船大), 長谷川 達生 (産総研), 伊東 裕 (名古屋大), 宮地 英紀 (京都大), 三谷 忠興 (北陸先端大), 田中 耕一郎 (京都大), Lahcene Ouahab (CNRS Université de Rennes 1, フランス), 瀧宮 和男 (広島大), Olga Drozdova (分子研・京都大・A.F. Ioffe Physical-Technical Institute, ロシア)
総参加者概数: 約30名

議論内容:

　新規機能性物質創製に向け、国内外から講演者を招き、導電性・磁性有機物に関する議論を行った。シンポジウム前半では、導電性薄膜の作製、実用に向けた基礎研究の報告があった。また、高分子を扱っていく上で必須の、高分子結晶化に関する教育的な講演も含まれていた。後半は低分子量有機物・金属錯体を主体とする講演と議論を行った。スピンクロスオーバー系、新規導電性分子の合成、導電性錯体の熱による変態変換が報告された。

　世話人や一般参加者にとって、高分子や薄膜はあまり馴染みのないものであり、これらに関する知識を得られたことは意味深い。また、低分子量物質に関する議論は、今後の凝縮系科学研究の方向を模索する上で有意義な情報を与えた。

　化学連携研究教育拠点主催の研究会でありながら物理学研究者の講演が多かった事は、やや奇異に写る点であるが、本分野の学際性と本拠点形成事業の幅広さを示すものと理解できる。

付記事項: 年度末の多忙な時期にも関わらず、お時間を割き御講演の為に御出席いただいた、各講師の方々に感謝の意を示したい。
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